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日中企業連携知財フォーラムでは、����年に上海の開催
以降、毎年日中企業の知財責任者が、様々な知財の課題に
関する議論を継続しています。知財責任者同士が、共通の
課題について議論を交わす非常に珍しく、また、重要なプ
ラットフォームとなっています。

企業と知財を取り巻く環境は、競争から共創へと移り、技
術の進歩は便利さ、豊かさは当然にして、現在では、企業
は、環境や社会に配慮し、健全な統治を行う、ESG経営が
求められています。この変化は、企業の知財活動にも大胆
な変革を迫るものとなっています。

先が読めない、常に変化を求められている現在、個社だけ
では解決が難しい課題が多く外部との連携が経営基盤と
して重要になっている。本年度は、この大きな変革期に、
持続可能な経営を実現するための知財マネジメントの在
り方について、北京の中国専利保護協会（PPAC）に加盟し
ている有力企業を招いて、日中企業の最先端の取組みを、
企業経営に資する知財創造と知財活用にテーマを分けて
議論するフォーラムを、PPACとの共催で開催します。
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サステナブル
企業経営と
知財マネジメント
～循環型社会を迎えた時代の最先端の取組～



ESG経営では、環境問題や社会問題への取り組みが重要であり、その取り組みのために社外との連携も必要となって
いる。また、ビッグデータをはじめとして情報の価値が増大するなど、経営資源も変化している。このような変革期の
中で、経営資源として必要な知財とはどのようなものか、それをどのように創造していくべきかについて議論する。
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テーマ�　変革期におけるサステナブル企業経営に資する知財創造

ESG経営では、環境問題や社会問題へ取り組みによっても企業価値が評価される。情報の価値が増大するなど、経営資
源も変化している。企業経営での問題解決は従来通りの個社による対応では実現が難しく、外部との連携を進めて共生
を図ることが重要となっている。このような変革期の中で、経営資源として知財をどのように活用すべきか議論する。
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テーマ�　変革期におけるサステナブル企業経営に資する知財活用
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